
 

 

 

 

 

 
 

山梨県内の労働災害（休業４日以上）について、平成 20 年以降は「転倒」災害が常に事故の型の

トップとなり、近年においては減少傾向にあったものの、令和３年は急増し、平成２６年と並び過去

最高の発生件数となっています。 

このことから、「転倒災害」の大幅な減少に向けて、「山梨第 13 次労働災害防止計画」の推進とと

もに、｢STOP！転倒災害プロジェクト｣を掲げ、職場の転倒災害防止に向けた対策に取り組んでいる

ところです。 

各事業場におかれては、本プロジェクトの重点取組期間（６月）及び準備期間（冬季前）にあわせ

て、裏面のチェックリストを活用した総点検を行うなどして、職場環境の改善を図り、「転倒災害」

防止の積極的な取組を進めていただくようお願いします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 山梨県内における転倒災害の状況（PDF） 

２ 職場のあんぜんサイト（転倒災害防止対策、好事例等はこちら） 

３ 厚生労働省 HP（パンフレット、実施要綱はこちら） 

 

 

【お問合せ】 

山梨労働局健康安全課 055-225-2855  甲府労働基準監督署 055-224-5617 

都 留 労 働 基 準 監 督 署 0554-43-2195  鰍沢労働基準監督署 0556-22-3181 
 
 
 
 

山梨労働局では、「STOP︕転倒災害プロジェクト」に取り組んでいます︕ 

▶ 職場でこんなことありませんか？ 

床が水で 
濡れていて 
滑った !! 

雨の日に 

滑って 

転んだ !! 

階段を踏み外した !! 

梱包用のバンドに
ひっかかって 

転んだ !! 

電源コードに 

ひっかかって 

転んだ !! 

▶ 仕事中なら、これらは全て労働災害です！ 

※数字は休業４日以上の被災者の人数 
 山梨県内の主な事故の型の発生の推移（平成 17 年～令和２年） 
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設備管理面の対策                  転倒しにくい作業方法 

～４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）～         ～あせらない 急ぐ時ほど 落ち着いて～ 

◆歩行場所に物を放置しない            ◆時間に余裕をもって行動する 

◆床面の汚れ（水、油、粉類等）を取り除く     ◆滑りやすい場所では小さな歩幅で歩行する 

◆床面の凹凸、段差等の解消            ◆物につまずかないよう適切な明るさを確保する 

◆危険箇所への注意喚起（見える化）        ◆転倒予防のための安全教育、研修の実施 

 

雪道・凍結路での対策                その他の対策 

◆凍結した路面は避けて歩く            ◆転ばない体づくり（身体機能の維持・向上） 

◆雪道では足の裏全体で踏みつけるようにし小幅で  ◆職場の危険マップ等による危険情報の共有 

◆両手をあけるなど受け身が取れる状態を作っておく ◆転倒危険場所にステッカー等で注意喚起する 

◆雪上でも滑りにくいタイプの靴を履く       ◆作業に適した靴の着用 

 
 
 
 
 

□❶通路、階段、出口に物を放置していませんか       

 

□❷床の水たまりや氷、油、粉類はその都度取り     
除いていますか 

 
□❸安全に移動できるように、十分な明るさ（照 

度）が確保されていますか  
□❹転倒を予防するための教育を行っていますか     
 

□❺作業靴は作業に適したものを選び、定期的に 

点検していますか 
 
□❻ヒヤリ・ハット情報を活用して転倒しやすい 

場所の危険マップを作成し、周知していますか 
 

□❼段差のある個所や滑りやすい場所などに、 

注意を促す標識等を掲示していますか 
 

□❽転倒災害防止のための運動を職場で取り入れ 

ていますか 
 

□❾歩きスマホやポケットに手を入れたまま歩い 

ていませんか 

 

▶転倒災害を防止することで、安心して作業が行えるようになり、作業効率も上がります。 

 できるところから少しずつ取り組んでいきましょう。 

詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください！ 

職場のあんぜんサイト 「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」 検  索 

床面が水、氷、油等で汚れている場合には、 

すぐに取り除きましょう。 

移動中に物につまずかないよう、適切な明る 
さ（照度）を確保しましょう 

転倒予防のための教育、研修を実施しましょう 

作業に適した靴を選んで着用し、靴底の減り等 
が無いか定期的に点検しましょう 

職場危険マップを作成し、危険情報を共有しま 
しょう 

転倒の危険性がある場所には、標識等を掲示し 
て注意喚起を行いましょう 

ストレッチや体操などを適宜行って転倒災害 

の予防に努めましょう 

歩きスマホやポケットに手を入れて歩かない 
ようにしましょう 

通路、階段、出口などの歩行する場所には、物 
を放置しないようにしましょう 

転倒災害防止のためのチェックシート 

R4.4 


